
絵本学会 絵本研究会                          〈主催〉絵本学会研究委員会 

2011 年 7 月 10 日（日）13:00～15:45                 〈後援〉財団法人 大阪国際児童文学館 

於：大阪府立中央図書館 大会議室                      社団法人 日本国際児童図書評議会 JBBY 

大阪府立大学地域連携研究機構 女性学研究センター 

 

公開インタビュー 
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     ●第１部 公開インタビュー● 

「絵本
せとうち

作家
たいこさ

・
んの

長野ヒデ子さんに聞く 」 

語り手：長野 ヒデ子さん（絵本作家・絵本学会理事） 

インタビュアー：巽 真理子さん 

（大阪府立大学女性研究者支援センター コーディネーター  

・大阪府立大学大学院人間社会学研究科） 
                                                                                         長野ヒデ子さん 

●第 2 部 参加者による討論会● 

 

絵本研究の方法について考える研究会を、大阪で開催します。 

 

第１部は、社会学分野の研究者が絵本作家に公開インタビューを試みます。 

語り手は絵本作家の長野ヒデ子さん、インタビュアーは社会学研究者の巽真理子さん。

初めての出会いです。長野さんの作品を見ながら、どのような話題が展開するか。 

ハラハラドキドキの 75 分です。 

 

第２部は、課題図書を中心にして、絵本研究の方法について全員で話し合います。 

話し合いのテーマとしては、読者論および読者支援論、絵本表現論、学際的研究法を 

予定しています。会員以外の方の参加もお待ちしています。 
『せとうちたいこさん・デパートいきタイ』  

 

 

 

 

 

 

 

 

『ひらがなにっき』      『おかあさんが        『おとうさんが       『すっすっはっはっ 

                                                    おかあさんになった日』  おとうさんになった日』      こ・きゅ・う』 

日時 2011年7月10日（日） 13:00～15:45 

会場 大阪府立中央図書館 大会議室 

 〒577-0011 東大阪市荒本北1-2-1 

参加費 会員・学生（大学院生を含む）無料 

一般        1,000 円 

定員 70 名（申込順 申込方法は裏面参照） 

課題図書 チラシ掲載の5 冊 



2011 年 7 月 10 日（日）  絵本研究会プログラム 
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第 1 部  13：00～14：15 

公開インタビュー 「
せと

絵 本
うちたい

作 家
こさんの

 ・ 長野ヒデ子さんに聞く」 

語り手 : 長野 ヒデ子さん ／ インタビュアー : 巽 真理子さん 

 

第 2 部  14：30～15：45 

参加者による討論会 

申し込み方法 往復葉書の往信面に①～④の該当項目、返信面に宛名としてご自身の住所・氏名を記入の上、下記宛

に送付してください。返信葉書で、詳細をお知らせします。 

① 氏名（会員 ・ 非会員 の別を明記、学生は学校名を明記） 

② 連絡先 （住所 ＋ メールアドレス、電話番号など） 

③ 参加希望プログラム （「第１部のみ」 あるいは 「第１部 ＋ 第２部」を明記） 

④ 第２部に参加の場合は、ご自身の「研究領域」あるいは「所属」「興味関心」をご記入の上、 

課題図書（他の絵本でも可）を中心に話し合うための予定テーマについて、関心のある項目を明記 

☆予定テーマ「読者論および読者支援論」「絵本表現論」「学際的研究法（心理学・社会学など）」 

葉書送付先 〒567-8578 茨木市宿久庄 2-19-5  

梅花女子大学児童文学科 香曽我部秀幸研究室内 絵本学会事務局 

締めきり 2011 年6 月20 日（月） 

問い合わせ先 絵本学会事務局 ehon-g@baika.ac.jp 

会場は、大阪府立中央図書館です。 

会場および問い合わせ先への電話でのお問い合わせは、ご遠慮下さい。 

課題図書は会場に複数冊用意しますので、既読・持参の必要はありませんが、可能であれば一読をお願いします。 

『せとうちたいこさん デパートいきタイ』『おかあさんがおかあさんになった日』 

『おとうさんがおとうさんになった日』『ひらがなにっき』『すっすっはっはっ こ・きゅ・う』 

 

 

長野 ヒデ子 

1941 年愛媛県生まれ。絵本作家、紙芝居作家、エッセイスト。代表作に『とうさんかあさん』（石風社／絵本日本

賞文部大臣賞受賞）『おかあさんがおかあさんになった日』(童心社／サンケイ児童出版文化賞受賞)『せとうちたい

こさん・デパートいきタイ』(童心社／日本絵本賞受賞)、紙芝居に『ころころじゃぽーん』（童心社）など多数ある。

大阪に関連した作品では富田林市を舞台にした『ひらがなにっき』（解放出版社）があり、教科書にも取り上げられ

る。近年は身体に興味をもち、『外郎売』（ほるぷ出版）や音楽学者の長女・長野麻子さんと共に『すっすっはっは

っこ・きゅ・う』（童心社）を上梓し話題に。 

巽 真理子 

1969 年横浜生まれ、大阪育ち。1992 年神戸大学文学部社会学専攻を卒業後、7 年間、正社員として勤務。退職

直後に妊娠し、専業主婦となるが育児ノイローゼとなり、仲間を求めて育児サークル活動等に参加、2003 年には育

児支援の NPO 法人を立ち上げる。活動の中で感じたジェンダー問題を研究すべく、2008 年に大阪府立大学大学院

人間社会学研究科に入学、現在、博士後期課程在籍中。研究テーマは「育児とジェンダー」。さらに 2010 年から、

大阪府立大学女性研究者支援センターでコーディネーターを務めている。2006～2011 年 富田林市男女共同参画

推進懇談会委員。 

mailto:ehon-g@baika.ac.jp

